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第 1章 序 論
§1-1 はじめに























を捨てる｡このような 〔生成〕- 〔酔歩運動〕- 〔付着または離脱〕という過程を反復 して行
なうことによって,クラスタは構成粒子を徐々に増し,やがて図 1のように大きなものとなる｡
技術的な要因である生成距離riと捨てる距離 roは




















































































- - ulp+ vZpj
∂t
(2･2)





中心からi格子間隔離れた点 (r-ri)でのpをpiと書く｡riにおける半径方向 (記号 Uで
表わす )を向いた界面の単位格子あたりの面積は, 粒子がこの方向に良くつながっている場合















































条件1に従って(2･5)式の諸量に対し,置換え:R-L,D-D⊥,u∞- a (r,i) を行な
うことによって,次の式が得られる｡
∂上




















































































D〝 ′ー D⊥ β
計井穏実数 d=21.69士.020.48土.011.59土.04 - 1
d=32.51土.060.32土.05
理 給 d=2 1/2 1.63土.030.85土.01
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d=2 ds=11.30士.08 1,77 :LO5
d=3 ds=10.67士.032.SO 士.07






















































図6.(a) クラス タの租視化 .
























No. 1 2 3




























構造を特徴づける指数 (す,D⊥等 ) について深 く調べることが今後の課題として必要であろ
う｡








〔領域 I〕 遮蔽効果によってpが凍結した領域 (0< r<R)である｡
〔領域Ⅰ〕 反応が活発な領域 (R<r<R+f)である｡ この領域の解は近似的に,スケー
リング解 :
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いて正の項 pとの比を調べると, q<2である限り(rq▽2p)/p-Rq~2≪ 1(R 大 )なの
で,この効果は無視できる｡逆にq-2,すなわち7-yの場合, 負の成長は無視できなく
なり, (All)式でクラスタ成長を記述することは不可能となる｡
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